
東
山
区
民
ふ
れ
あ
い

文
化
財
鑑
賞
会

　
区
内
の
寺
社
を
巡
り
、
歴
史
と
文
化
の
宝
庫
で
あ
る
東

山
区
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
「
東
山
区
民
ふ
れ
あ
い
文
化

財
鑑
賞
会
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、「
秀
吉
ゆ
か
り
の
寺
社
を
め
ぐ
る
」
を
テ
ー

マ
に
、
豊
国
神
社
、
圓
徳
院
、
妙
法
院
を
鑑
賞
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
東
山
の
奥
深
い
魅
力
に
触
れ

て
く
だ
さ
い
。

日
時　

１０
月
１７
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
（
受
付
＝
午
後
３
時
ま
で
）

※

雨
天
決
行（
た
だ
し
、台
風
な
ど
に
よ
り
警
報
発
令
の
場
合
は
中
止
）

定　
　

員 

市
内
に
在
住 

ま
た
は
通
勤
、通
学
の
方
400
名 

 

（
先
着
順
）｠

参
加
費 

千
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）

応
募
方
法 

京
都
い
つ
で
も
コ
ー
ル
へ
、電
話
・Ｆ
Ａ
Ｘ
・

　

 

Ｅ
メ
ー
ル（
４
面
に
掲
載
）で
申
込
み
。（
1 

 

組
5
名
ま
で
）

 
※

Ｆ
Ａ
Ｘ・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
「
東
山
文
化
財
鑑
賞
会 
 

参
加
希
望
」
と
し
、①
氏
名（
ふ
り
が
な
）、②
〒
・
住
所
、 
 

③
電
話
番
号
、
④
２
人
以
上
で
申
込
み
の
場
合
は
同
伴 

 

者
の
氏
名
（
全
員
分
の
ふ
り
が
な
）
を
明
記
し
て
く
だ 

 

さ
い
。

応
募
期
間 

８
月
１７
日（
月
）〜
９
月
18
日（
金
）

豊国祭礼図屏風（部分）（重文）、
唐門（国宝）など

秀
吉
ゆ
か
り
の
寺
社
を
め
ぐ
る

掌美術館

豊
国
神
社

圓
徳
院
（
掌
美
術
館
）

妙
法
院

ポルトガル国印度副王信書
（国宝）、庫裏（国宝）  など
　　　　　　　

主催　東山区民ふれあい事業実行委員会･東山区役所　　問合せ　区地域力推進室（☎５６１－９１１４）

【
学
生
ガ
イ
ド
に
よ
る
解
説
付
き
！
】

東
山
区
民
ふ
れ
あ
い

親
子
文
化
財
鑑
賞
会

＿
親
子
で
文
化
を
体
験
す
る
＿

日
時　

９
月
26
日
（
土
）

第
一
部　
午
後
１
時
30
分

第
二
部　
午
後
２
時
30
分　

※
雨
天
決
行
（
た
だ
し
、
台

風
な
ど
に
よ
り
警
報
発
令
の

場
合
は
中
止
）

　

今
年
の
文
化
財
鑑
賞
会
で

は
、
東
山
の
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
東
山
の
文
化
と

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

「
東
山
区
民
ふ
れ
あ
い
親
子
文

化
財
鑑
賞
会
」
を
開
催
し
ま

す
。

　

文
化
財
鑑
賞
会
の
会
場
で

も
あ
る
圓
徳
院
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
ご
住
職
か
ら
直
接

お
寺
や
文
化
財
の
お
話
を
聞

き
、
あ
わ
せ
て
お
茶
体
験
を

行
い
ま
す
。
親
子
で
東
山
の

魅
力
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

会
場　

圓
徳
院　

参
加
費　

無
料

対
象　

区
内
に
通
学
の
小
中

学
生
と
そ
の
保
護
者

募
集
人
数　

第
一
部
10
組

（
20
名
）、
第
二
部
10
組
（
20

名
）、
計
20
組（
40
名
）。（
１

組
２
名
ま
で
、
先
着
順
）

申
込
み　

８
月
17
日（
月
）

〜
９
月
18
日（
金
）
の
間
に
、

区
地
域
力
推
進
室
（
☎
561
・

9
1
1
4
、
FAX
541
･

7
7
5
5
、
E
メ
ー
ル
：

ｈ
ｉｇ
ａ
ｓｉ
ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
＠
ｃｉｔ

ｙ
．ｋ
ｙ
ｏｔｏ

．ｊｐ

）
へ
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合

は
「
東
山
区
民
ふ
れ
あ
い

親
子
文
化
財
鑑
賞
会
参
加

希
望
」
と
し
、①
保
護
者
の

氏
名
（
ふ
り
が
な
）②
お
子

様
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

と
学
年
③
電
話
番
号
④
希

望
時
間
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。

　
歴
史
や
文
化
が
集

ま
る
ま
ち
東
山
で
、

豊
臣
秀
吉
ゆ
か
り
の

寺
社
を
め
ぐ
り
ま

す
。
東
山
の
素
晴
ら

し
い
魅
力
を
再
発
見

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ご
応
募
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

京都市長

長谷川等伯山水図襖（重
文）、書院北庭（国名勝）
など
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